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ごあいさつ

横浜市長

林 文子

　

磯
子
区
制
90
周
年
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

磯
子
区
が
誕
生
し
て
90
年
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
区

民
の
皆
様
や
各
種
団
体
、企
業
の
御
支
援
、御
協
力
の

賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

磯
子
区
制
90
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、

こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
皆
様
と
一
緒
に
お
祝
い
し
た

い
と
思
い
、10
月
１
日
の
記
念
式
典
や
磯
子
ま
つ
り
、

そ
し
て
前
日
祭
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。　

　

地
域
、各
種
団
体
、企
業
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、

幅
広
い
世
代
の
方
々
が
、私
た
ち
の
ま
ち
・
磯
子
に

思
い
を
馳
せ
、さ
ら
に
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

磯
子
区
は
、そ
の
名
が
表
す
よ
う
に
、か
つ
て
は
風

光
明
媚
な
別
荘
地
や
海
水
浴
場
と
し
て
有
名
で
あ
り
、

海
苔
の
養
殖
も
盛
ん
で
し
た
。
華
や
か
で
賑
わ
い
あ

る
磯
子
区
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、自
然
を

残
し
な
が
ら
大
き
く
発
展
し
て
き
た
こ
の
ま
ち
に
、

地
域
の
つ
な
が
り
、人
の
温
か
さ
―
ぬ
く
も
り
が
今

で
も
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

90
年
の
磯
子
の
歴
史
を
未
来
に
つ
な
げ
、10
年
後
、

20
年
後
も
磯
子
区
が
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
ま
ち
で
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
御
多
幸
と
御
健
勝
を
心
よ
り
御
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

磯子区長

小林 正幸

　

こ
の
た
び
磯
子
区
が
区
制
90
周
年
の
節
目
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、日
頃
よ
り
区
政
・
市
政
に
大
変
大
き
な

御
支
援
を
く
だ
さ
っ
て
い
る
区
民
、団
体
・
企
業
等
の

皆
様
に
、改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

磯
子
区
は
、区
制
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
2
年
に
、最

初
に
誕
生
し
た
5
区
の
一
つ
で
す
。
古
く
か
ら
の
ま

ち
並
み
と
潤
い
あ
る
住
宅
地
、活
力
に
満
ち
た
商
業
地

と
臨
海
部
の
工
業
地
帯
、更
に
は
緑
豊
か
な
丘
陵
地
な

ど
、多
様
性
に
満
ち
た
魅
力
的
な
ま
ち
へ
と
発
展
を
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、ひ
と
え
に
区
民
の
皆

様
の
御
尽
力
と
お
力
添
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

さ
て
横
浜
市
は
今
後
、２
０
１
９
年
に
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
決
勝
戦
、第
７
回
ア
フ
リ
カ
開

発
会
議
の
開
催
を
控
え
て
お
り
、翌
年
の
２
０
２
０

年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
世
界

か
ら
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。
皆
様
と
育
ん
で

き
た
横
浜
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、心
豊
か
な
横
浜

の
ま
ち
を
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、皆
様
に「
磯
子
区
に
、横
浜
市
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
」と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、温
も
り
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、変
わ
ら

ぬ
御
理
解
、御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

磯
子
区
の
皆
様
の
今
後
ま
す
ま
す
の
御
健
勝
と
御

多
幸
を
、心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

磯子区制90周年記念事業
実行委員会委員長

髙田 誠

　

こ
の
た
び
、磯
子
区
は
区
制
90
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
日
頃
よ
り
、区
政
に
御
支
援
、御
協
力
を
頂
い
て

お
り
ま
す
区
民
の
皆
様
や
各
種
団
体
・
企
業
の
皆
様

に
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

磯
子
区
は
今
日
ま
で
先
人
の
努
力
に
よ
り
、め
ざ

ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
風
光
明
媚
な
海

辺
の
町
は
我
が
国
を
代
表
す
る
臨
海
工
業
地
帯
へ
と

生
ま
れ
変
わ
り
、ま
た
昔
か
ら
の
ま
ち
並
み
や
商
店
街

は
、こ
れ
を
継
承
し
つ
つ
、新
た
に
潤
い
の
あ
る
住
宅

地
も
開
発
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、古
代
の
遺
跡
や

豊
か
な
緑
な
ど
、憩
い
の
空
間
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
日
皆
様
が
磯
子
を
愛
し
、地
域
で
の「
つ

な
が
り
」と「
支
え
合
い
」を
大
切
に
し
、住
み
よ
い
ま

ち
を
築
き
あ
げ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
、大
変

あ
り
が
た
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
「
海
輝
き
人
も
輝
く
未
来
の
磯
子 

90
年
の
あ
り
が

と
う
」に
込
め
ら
れ
た
思
い
と
し
て
、磯
子
を
創
り
上

げ
て
こ
ら
れ
た
先
人
に
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、今
日
の
磯
子
区
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る

皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
次
の
100
周
年

に
向
け
、未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成

長
し
、笑
顔
で
輝
き
な
が
ら
活
躍
で
き
る
、そ
ん
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
は
引
き

続
き
、区
政
へ
の
御
理
解
、御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
の
御
多
幸
と
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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1965（昭和40）年横浜生まれ。小学校５・６年時汐見台小学校に在学。東京大学大学院修士課程修了。1991（平成３）年石川島播磨重工業㈱
（現㈱IHI）入社。磯子区で勤務。1996（平成8）年NASDA（現JAXA）入社。2005（平成17）年スペースシャトル「ディスカバリー号」による
STS-114ミッションに参加。2009（平成21）年ソユーズ宇宙船フライトエンジニアとして、ソユーズTMA-17宇宙船（21S）に搭乗。2012（平
成24）年JAXA宇宙飛行士グループ長就任。2014（平成26）年宇宙探検家協会（Association of Space Explorers: ASE）会長就任。

Profile

海輝き人も輝く未来の磯子
未来を開く磯子の子どもたちへ

磯子区制90周年に寄せて

磯子区の皆さん、こんにちは！ JAXA宇宙飛行士の野口聡一です。
磯子区制90周年、まことにおめでとうございます。
私は小学校5年から6年にかけて、磯子区の汐見台小学校でお世話になりました。今から40年近く
前のことですが、いまでも汐見台小の友達と過ごした楽しい時間はよく覚えています。また社会人
になってからも、磯子区の臨海部にある㈱IHIの研究開発部門の皆様にお世話になり、エンジニア
として一緒に働く機会に恵まれました。
私は子供のころからの夢を叶えて2005年と2009年に宇宙に行くことができました。汐見台小学校
の皆様を始め、磯子区の皆さんにも応援していただいて、本当に嬉しかったです。宇宙から磯子、
横浜、そして神奈川県がとてもはっきりときれいに見えましたよ。それと同時に、この美しい自然を
できるだけ長く私たちの手で守っていきたいと願いました。
皆さんも、いつか宇宙に行って美しい地球の姿を見られるといいですね。
皆さんの夢の実現と、磯子区の今後一層のご発展をお祈りします。

平成29年10月　宇宙飛行士　野口 聡一

画像提供 ： JAXA/NASA

横浜市のパレードにボーイスカウト
の鼓笛隊として参加（小学6年生）
画像提供 ： JAXA

JAXA（宇宙航空研究開発機構）宇宙飛行士 野口聡一さんのメッセージ

画像提供 ： JAXA/NASA
画像提供 ： JAXA/NASA
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Q1 磯子区（あなたの住んでいるまち）のどんなところが好きですか？

Q2 10年後の磯子区（あなたの住んでいるまち）はどんなまちになっていたらいいと思いますか？

 学校・学年　  頑張って取り組んでいること や 夢中になっていることプロフィール

小
し ょ う ち ゅ う こ う せ い

中高生が描
え が

く未
み ら い

来の磯
い そ ご

子
磯子の未来を担う小中高生に磯子の好きなところ、そして磯子の未来を聞きました。

いろいろな
ところにいける
べんりなまち

けしきが
いいところが
すき！

アニメの
モデルに
なっている！

小学生編

原
は ら だ

田 樹
じ ゅ な

奈さん
 さわの里小学校4年生　
 チアダンス、キックボク
シング

A1：緑が多く、だん地が
アニメ「団地ともお」のモ
デルになっている。

A2：より緑が多くなり、
いろいろな人の参 考に
なっていたらいい。

河
かわむら

村 拓
た く み

実さん
 梅林小学校4年生　
 そろばん

A1：杉田商店街や浜
マーケットのような
大きな商店街がある
ところ。

A2：港の町、横浜と
して、港がもっともっ
と発展してほしい。

熊
くまくら

倉 華
はな

さん
 根岸小学校5年生　
 英語を話すこと

A1：いつも見守りや
あいさつをしてくれ
るなどやさしさがあ
るところ。

A2：ほりわり川が、
き れ い な 水 に なっ
て、緑がふえたらい
いと思う。

杉
すぎやま

山 奏
かなで

さん
 杉田小学校1年生　
 ピアノを弾くこと

A1：大好きな杉小がある
ところ。公園がたくさん
あって遊べるところ。

A2：友だちがたくさん、
楽しいことがいっぱいあ
ふれるまち。

廣
ひ ろ た

田 悠
ゆ う と

人さん
 滝頭小学校6年生　
 体操とレゴブロック

A1：公園がたくさんあって、地
域の人が優しいところです。

A2：だれもが安全にくらせて
平和なまちになっていたら嬉
しいです。

岡
おかにわ

庭 春
は る

風さん
 磯子小学校6年生　
 読書をすること

A1：住んでいる人達
の心が、とてもあった
かい所です。

A2：10年先も、一人
一人が相手を思いや
る気持ちを持ってい
る町です。

加
か と う

藤 希
の の か

乃風さん
 汐見台小学校2年生　
 サッカー

A1：しぜんも多くて、けしき
がいいところがすきです。

A2：へいわで、たくさんの人
からあいされる町になってほ
しいです。

角
つ の だ

田 三
さ ん し ろ う

蒔郎さん
 洋光台第四小学校3年生　
 野球

A1：長く電車を見てい
ることができる杉田の
ふみきりがすきです。

A2：色んな電車が通っ
て、みんなが色々な所へ
行けるべんりなまち。

磯
子

の
すき

なところ

10
年

後の磯子

磯
子

の
すき

なところ
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みどりが
おおい！

まちのひとが
あいさつを
してくれる

熊
くまくら

倉 大
た い き

樹さん
 洋光台第三小学校

　 4年生　
 野球、からて

A1：緑が多いところ。
A2：もっとたてものが
多くなってほしい。

松
ま つ だ

田 准
じゅんせい

成さん
 西富岡小学校6年生　
 水泳、勉強

A1：近くにセブンイレブンやフジスー
パーがある。

A2：えいがかん、駅が近くにほしい。

佐
さ さ き

々木 風
ふ う か

香さん
 浜小学校3年生　
 本を読むこと

A1：地いきの人が「いって
らっしゃい」などの声を毎
日かけてくれる。

A2：たくさんの人がいそ
子区にすんでいたらいいと
思います。

大
お お た

田 純
じゅんぺい

平さん
 屏風浦小学校2年生　
 しょうぎ

A1：しぜんがいっぱいで
みんなのキラキラえがお
があふれている。

A2：たのしいこうえんが
たくさんあっておいしい
お店がいっぱいある町。

岩
い わ ま

間 結
ゆ い

衣さん
 山王台小学校3年生　
 バレエ、走ること

A1：よく町の人が、わ
たしにあいさつをして
くれるところ。

A2：町の人みんながあ
たたかい心をもってい
るまち。

安
や す だ

田 柾
まさゆき

之さん
 森東小学校1年生　
 電車

A1：磯子駅の駅員のお兄さんが、電
車のことを教えてくれたりする所。

A2：今ある電車のほかにも、いろい
ろな電車が走っていてほしいです。

寺
て ら だ

田 有
ゆ き

希さん
 洋光台第二小学校5年生　
 絵をかくこと

A1：私は、ログハウスという
所がすきです。自然が感じら
れるからです。

A2：花や自然に囲まれ子ど
もたちの笑顔あふれるまち
になってほしい。 辻

つじ

 創
そういちろう

一朗さん
 藤の木小学校

　 2年生　
 サッカー

A1：くらきこうえんがあって、まわ
りの人がやさしいところです。

A2：みんながすみやすい、みどり
が多いまちになってほしいです。

中
なかざわ

澤 りおさん
 小田小学校5年生　
 さいほうと料理

A1：迷路みたいな道、高台から
のきれいな夜景。静かで穏やか
なところ。

A2：どの区よりも負けないくら
い緑が多くて、にぎやかなまち。

塩
しおじま

島 小
こ は る

暖さん
 日下小学校1年生　
 ピアノとスイミング

A1：ほたるやかぶとむしとかしぜん
がいっぱいあるところがすきだよ。

A2：おうちのまわりにほたるがいっ
ぱいとんでるまちがいいです。

田
た な か

中 芽
め い

依さん
 岡村小学校5年生　
 特別サッカークラブ

A1：緑がいっぱいで、自
然がゆたかなところ。

A2：安全で、だれがすん
でもすみやすいまち。

松
まつやま

山 玲
りょうか

花さん
 洋光台第一小学校6年生　
 児童運営委員の活動

A1：近くに住む人みんなが、仲
良しなところ。

A2：地いきの「わ」が広がり、
協力し合うことができるまち。

小学生編

しぜんが
ゆたか

磯
子

の
すきなところ

磯
子

の
すきなところ

まわりの
ひとが
やさしい

磯
子

の
すきなところ

磯
子

の
すきなところ

きょうりょく
しあうことが
できるまち

10
年後の磯子
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磯
子

の
すきなところ

 学校・学年　  頑張って取り組んでいること や 夢中になっていることプロフィール

Q1 磯子区の魅力はなんだと思いますか？

Q2 10年後の磯子区はどんなまちになっていたらいいと思いますか？

小中高生が描く未来の磯子

環境に
恵まれて
いる

安全に笑って
暮らせるまち

安心して
遊べるまち

岡
お か み

見 穂
ほ の か

香さん
 小田中学校2年生　
 剣道

A1：緑が多い公園
がたくさんあり、海
が近く環境に恵まれ
ています。

A2：みんなが互い
を思い、暮らせるよ
うになったらいいな
と思います。

岡
お か の

野 夏
な つ ほ

宝さん
 富岡中学校3年生　
 部活動

A1：根岸森林公園や
氷取沢市民の森など、
自然豊かな場所が多い
こと。

A2：花や緑に囲まれて
いて、住む人がみんな
笑顔で安全なまち。

中
なかしお

塩 千
ち ひ ろ

尋さん
 岡村中学校3年生　
 ソフトテニス

A1：山や海があり、自然が
豊富で暮らしやすいところ
だと思います。

A2：３Rを実現し、環境に
やさしい資源を大切にす
る町にしたいです。

川
かわかみ

上 凌
りょうた

汰さん
 汐見台中学校1年生　
 サッカー部での活動

A1：自然が多く、緑が豊か
で暮らしやすいところだと
思います。

A2：犯罪がなくてゴミが
おちていないきれいな町に
なってほしいです。

長
お さ だ

田 まりあさん
 洋光台第二中学校1年生　
 バレーボール（部活）

A1：１年を通して様々な行
事があり、地域の人々が交
流を深められる事。

A2：今とは変わらず、平和
で、活気と挑戦と笑顔があ
ふれるまち。

久
く ぼ

保 鈴
す ず な

菜さん
 藤の木中学校2年生　
 部活（吹奏楽部のフ
ルートやってます）

A1：他の町と比べて犯罪
率が少ないし、あいさつが
たくさんできるところ。

A2：自然がたくさんあっ
て犯罪がなく、皆が安全
に笑って暮らせる町。

川
か わ の

野 利
り な

菜さん
 森中学校3年生　
  生徒会活動や

　 部活動

A1：静かで交通の便
が良く、住みやすい
区だと思います。

A2：もっと自然が増
え、子供からお年寄
りがより活動的な町
がいいです。

犬
いぬづか

塚 翔
しょうこ

子さん
 浜中学校2年生　
 バドミントン

A1：学 校 の４階
から見える、船が
行き交う海と四季
折々の円海山。

A 2：子どもたち
が、自然とふれ合
いながら安心して
遊べるまち。

堀
ほりうち

内 意
こころ

さん
 洋光台第一中学校2年生　
 サッカー（日テレメニーナセリアス）

A1：平和でだれにでも優しく、思いやり
をもっている人が多い。

A2：どんな場所でも楽しく体を動かせ
て、笑顔があふれるまち。

田
た む ら

村 日
ひ ま り

茉里さん
 根岸中学校3年生　
 生徒会活動

A1：プールや公園、こども科学館等、四
季を通して遊べる所がある。

A2：子どもからお年寄りまで思いやり
と絆で結ばれている町。

中学生編

10
年

後の磯子

10
年

後の磯子
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 学校・学年　  頑張って取り組んでいること や 夢中になっていることプロフィール

Q1 磯子区の魅力はなんだと思いますか？

Q2 10年後の磯子区はどんなまちになっていたらいいと思いますか？

宇
う ざ

座 輝
てるまさ

正さん
 県立磯子高等学校2年生　
 部活動を頑張ってます

A1：交通手段が充実しており、また介護施設
や障がい者施設といった福祉施設が多いため、
いろいろな方々が過ごしやすいバリアフリーの
整った安全で安心できるところ。

A2：福祉施設がさらに充実し、老若男女全ての
人々が生活しやすい町になってほしい。その中
でも若者が中心となり、区民一人一人を思いや
り支え合えるような新しいMovementを起こす
町、磯子区になってほしいです。

のびのび
生活できる
魅力的なまち

今以上に
安全で安心
できるまち

越
え ち ご や

後谷 真
ま い

依さん
 市立横浜商業高等学校別科2年生　
 理容師国家試験に向けての勉強

A1：交通の便が良く、普段の生活に欠かせな
い商店や病院等の施設の利用も不自由がない
と思います。その上、街中に公園や緑が多く、
また、海、川、起伏に富んだ地形など豊かな自
然も身近にあるところです。

A2：私の学校では、毎月地域清掃を行ってい
ます。毎回沢山のゴミを拾ってきれいになりま
すが少し残念にも感じます。10年後には皆が
気をつけゴミが無く、より気持ち良く生活でき
るまちになっていたらいいと思います。

永
ながまつ

松 大
だ い き

輝さん
 県立氷取沢高等学校1年生　
 野球部

A1：都会のようにたくさんの人がにぎわう街では
ありません。しかし、都会にはないのどかな雰囲
気があり、のびのび生活できる魅力的な街です。
また、子供が遊べる公園や施設があり、家族で暮
らしやすい街だと思います。

A2：10年後も今と変わらずのどかな雰囲気の街
であってほしいです。さらに、安心・安全で、街の
人々が集まってお祭りやイベントなどをして、一つ
になり盛り上がることができる街になっているこ
とが僕の理想です。

寄
き ど く

特 翔
しょうま

麻さん
 横浜学園高等学校2年生　
 テスト勉強

A1：子どもの頃は、海が近くていつで
も海で泳いで遊べることや、自然が多
いのでのびのびと遊ぶことができると
ころでした。大人になっても、ランニン
グができる広い公園もあり、年齢に関
係なく住みやすい町です。

A2：2027年には林や公園は、磯子
区に住んでいる人々がより運動しやす
いようになっていると思う。災害が起
きても今以上に安全で安心できるよう
な町になってほしいです。

齊
さいとう

藤 洋
ひ ろ と

人さん
 県立磯子工業高等学校3年生　
 機械に関する資格

A1：学生は挨拶がしっかりできますし、周辺には活気ある商
店街もあります。夏は神社での祭りもあって、磯子図書館で調
べ物や勉強もしやすいです。他にも色々ありますが、そのよう
な所が魅力だと思います。

A2：10年後の磯子区は今よりも人が賑わい、明るく発展した
町になっていると良いと思います。また、高齢者の方や子供も
安心して暮らせるような便利で自然もある豊かな環境であるよ
うになるといいです。

高校生編

磯
子

の
すきなところ

10
年

後の磯子
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野
菜
の
栽
培
な
ど
も
盛
ん
で
し
た

ね
。
半
農
半
漁
の
町
で
し
た
が
、

現
在
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
す
。

　

は
い
、住
み
や
す
か
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
根
岸
地
区
の
特

色
の
一
つ
に
、丁
目
が
な
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
す
が
、こ
れ

も
早
く
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
人

口
が
多
か
っ
た
こ
と
に
所
以
し
て

い
ま
す
。
今
も
地
元
を
離
れ
な
い

若
い
人
が
多
い
で
す
よ
。

それぞれの魅力あふれる
磯子９地区

昔も、これからも住みやすいまち根岸
根岸地区連合町内会・横田秀昭 会長

坂下町内会・小林明義 会長
上町町内会・川村清治 会長

馬場町町内会・宮本正光 会長

９地区連合町内会長に地区の魅力をインタビュー！

　

上
、下
と
は
保
土
ケ
谷

宿
か
ら
の
距
離
を
表
し
て

い
て
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
は

関
係
無
く
、根
岸
地
区
は

平
ら
な
の
が
特
徴
で
す
。

山
の
上
と
呼
ん
で
い
る
地

域
は
米
軍
住
宅
地
で
、山

の
根
と
呼
ん
で
い
る
根
岸

地
区
は
起
伏
の
な
い
平
ら

な
地
形
で
、住
み
や
す
い

場
所
で
す
。

　

昔
か
ら“
根
岸
〟と
言
え

ば
海
に
囲
ま
れ
、別
荘
も

　

少
な
く
と
も
700
年
～
800
年
以
上

昔
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ず
っ

と
続
い
て
い
る
安
心
感
で
す
。
顔

の
見
え
る
地
域
の
つ
な
が
り
と
、

一
方
で
、古
く
か
ら
外
国
人
と
交

流
の
あ
る
地
域
な
の
で
、外
国
人

を
特
別
扱
い
せ
ず
、異
文
化
を
す

ん
な
り
取
り
入
れ
ら
れ
る
地
域
で

す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、山
の
上
で

一
緒
に
野
球
も
し
ま
し
た
。
そ
の

辺
が
根
岸
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

希
望
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人
た
ち
が
仲

よ
く
暮
ら
し
て
い
け
た
ら
い
い
で

す
ね
。

上
町
、下
町
、坂
下
町
、

原
町
な
ど
、そ
の
地
名
か

ら
、地
形
的
特
色
は
起
伏

が
多
い
こ
と
で
す
か
？

地
区
の
特
色
、魅
力
は
何
で

し
ょ
う
？

地
区
に
寄
せ
る
将
来
像
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

多
く
あ
り
ま
し
た
。
根
岸
湾
で
は

シ
ャ
コ
、ヒ
ラ
メ
、貝
類
が
た
く
さ

ん
と
れ
、海
苔
の
養
殖
な
ど
、海
の

幸
に
恵
ま
れ
た
地
で
し
た
。
根
岸

地
区
で
は
、乳
牛
用
牧
場
や
、西
洋

昔
か
ら
人
口
が
多
か
っ
た
の
で

す
か
？

JR根岸線

洋光台地区

屏風ヶ浦地区

上笹下地区

杉田地区

根岸地区

磯子地区

岡村地区

滝頭地区

新杉田駅

金沢シーサイドライン

京急本線

屏風浦駅

洋光台駅
杉田駅

磯子駅

根岸駅

岡村梅林の梅収穫祭

洋光台プレイパークでの水遊び 森浅間神社例大祭の神輿渡御

芦名橋公園に海（入江）があった

（左から）小林会長、横田会長、川村会長、宮本会長

汐見台地区
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安心、安全、福祉のまち 滝頭
滝頭地区連合町内会・林貞三 会長

　　滝頭岩瀬自治会（前 連合町内会会計）・武藤英司 会長

ま
で
一
緒
に
楽
し
め
る
よ
う
な
企

画
を
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が

集
ま
れ
ば
、そ
こ
に
は
大
人
も
集

ま
り
ま
す
。
参
加
者
が
多
い
の
は

子
ど
も
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
よ

う
な
企
画
を
取
り
入
れ
て
い
る
か

ら
で
し
ょ
う
。
加
え
て
、地
域
の

人
た
ち
の
親
密
さ
、仲
の
良
さ
が

魅
力
で
す
ね
。

　
“
防
災
〟と“
青
少
年
育
成
〟で
す
。

山
、丘
、崖
、消
防
車
が
入
れ
な
い

よ
う
な
地
域
も
あ
り
、行
事
の
中

に
防
災
訓
練
を
組
み
入
れ
て
い
る

こ
と
も
大
き
な
特
色
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、青
少
年
育
成
で
は
25
年

前
か
ら
岡
村
西
部
連
合
自
治
会
が

長
野
県
池
田
町
と
協
定
を
結
び
毎

年
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、梅
ま
つ
り
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
は“
防
災
の
夜
間
照
明
訓

練
〟も
兼
ね
て
い
ま
す
。
歩
け
歩

け
大
会
の
集
合
場
所
は
広
域
避
難

場
所
で
す
。

　

ま
た
、健
民
祭
で
の
岡
村
地
区

の
種
目
は
、担
架
で
人
を
運
ぶ
こ

と
を
想
定
し
た
競
技
や
、バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
な
ど
、ま
さ
に“
防
災
親
睦

運
動
会
〟で
す
。

　

今
、地
道
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
少
し
ず
つ
花
を
咲
か
せ
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
岡
村

に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
い
え

る
よ
う
な
町
で
あ
り
た
い
で
す
。

ど
ん
な
ふ
う
に
行
事
の
中
に
防

災
訓
練
を
組
み
入
れ
て
い
る
の

で
す
か
？

地
区
の
将
来
像
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

行
事
が
多
い
の
が
岡
村
地

区
の
特
色
で
す
。
毎
月
の
よ

う
に
行
事
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、3
月
の
梅
ま
つ
り
に

は
2,
0
0
0
人
が
訪
れ
、6

月
4
日
の
収
穫
祭
で
は
、参

加
者
250
人
で
300
㎏
以
上
の
梅

を
収
穫
し
ま
し
た
。
梅
ま
つ

り
に
限
ら
ず
、地
区
の
人
た

ち
は
季
節
の
行
事
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
行

事
で
は
子
ど
も
の
音
楽
発
表

会
や
模
擬
店
、地
元
の
人
の

踊
り
な
ど
子
ど
も
か
ら
大
人

地
区
の
特
色
や
魅
力
を
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

地
区
で
主
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
？

地道な取組で
住んで良かったと思える岡村に

岡村地区連合町内会・三澤繁次 会長

行
っ
て
い
ま
す
。「
安
心
、安
全
、福

祉
の
ま
ち 

滝
頭
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン

ど
お
り
の
取
組
で
す
。

　

8
月
に
は
、滝
頭
地
区
連
合
町
内

会
と
、ス
イ
ッ
チ
O
N 

磯
子
滝
頭

地
区
推
進
委
員
会
共
催
の
盆
踊
り

大
会
が
あ
り
ま
す
。
盆
踊
り
大
会

に
向
け
て
21
人
の
小
中
学
生
が
太

鼓
の
猛
練
習
中
で
す
が
、太
鼓
を
教

え
て
い
る
先
生
は
、理
容
三
宅
の
息

子
さ
ん
で
、昔
、私
た
ち
が
教
え
た

子
な
ん
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
て
叩
き
方
を
研
究
す
る

な
ど
、今
風
の
教
え
方
で
、太
鼓
で

新
た
な
世
代
を
呼
び
込
ん
で
い
ま

す
。
地
区
の
将
来
像
も
こ
の
よ
う

に
世
代
交
代
が
う
ま
く
い
き
、互
い

に
声
を
か
け
あ
っ
て
自
然
と
話
が

で
き
る
住
み
よ
い
滝
頭
で
あ
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

滝
頭
は
市
電
の
ま
ち
と
言

わ
れ
、交
通
の
便
が
良
い
所

で
し
た
。
市
電
は
な
く
な
り

ま
し
た
が
、交
通
の
便
の
良

さ
は
今
も
変
わ
ら
ず
魅
力
と

言
え
ま
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、か

つ
て
こ
の
あ
た
り
は
企
業
が

た
く
さ
ん
あ
っ
て
、職
住
近

接
で
住
み
よ
か
っ
た
か
ら
か
、

何
世
代
に
も
渡
っ
て
住
ん
で

い
る
方
が
多
く
い
ま
す
。
顔

見
知
り
が
多
く
、親
密
な
付

き
合
い
が
で
き
る
安
心
感
が

地
区
の
特
色
や
魅
力
は
ど

ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

地
区
の
将
来
像
は
？

あ
り
ま
す
。
堀
割
川
の
景
色
の
良

さ
も
魅
力
で
し
ょ
う
ね
。

　

各
自
治
会
町
内
会
と「
子
ど
も

の
幸
せ
を
実
現
す
る
会
」、滝
頭
小

学
校
の
P
T
A
に
C
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
、地
域
）が
加
わ
っ
た

P
T
C
A
な
ど
が
、夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
を
し
て
い
ま
す
。
P
T
C
A
の

取
組
は
ユ
ニ
ー
ク
で
、大
人
た
ち
の

パ
ト
ロ
ー
ル
の
間
、子
ど
も
た
ち
を

図
書
館
に
集
め
て
お
話
し
会
や
寸

劇
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

を
中
心
に
招
待
し
て
、マ
ジ
ッ
ク

や
保
育
園
児
の
合
唱
な
ど
を
披
露

す
る「
サ
ロ
ン
滝
さ
ん
」を
年
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
健

康
吹
き
矢
や
輪
投
げ
等
々
、各
自

治
会
町
内
会
で
も
様
々
な
取
組
を

ど
ん
な
取
組
に
力
を
い
れ
て
い

ま
す
か
？

（左から）林会長、武藤会長
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汐見台の空は広く、星がきれい
汐見台自治会連合会・岡道子 会長

ら
の
汽
笛
が
聞
こ
え
て
き
て
、エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
す
よ
。

　

ま
た
特
色
の
一
つ
に
、横
浜
市
、

神
奈
川
県
住
宅
供
給
公
社
、汐
見
台

自
治
会
連
合
会
の
間
で
交
わ
さ
れ

た
協
定
が
あ
り
、新
た
に
建
物
を
建

て
る
に
先
立
っ
て
、連
合
は
意
見
を

言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、

道
幅
1
m
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
と
プ

ラ
ス
植
栽
帯
、街
灯
、ベ
ン
チ
な
ど

の
連
合
の
要
望
を
図
面
に
盛
り
込

む
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
つ
と
、三
つ
子
用
の
ベ
ビ
ー

カ
ー
も
す
ん
な
り
通
れ
る
歩
道
が

で
き
た
り
す
る
の
で
す
。

　

7
年
前
の
空
き
巣
を
き
っ
か
け

に
、夜
間
、青
色
回
転
灯
装
備
車
と

　

風
致
地
区
で
建
物
の

高
さ
制
限
が
あ
る
の
で
、

空
が
広
く
、月
が
大
き

く
、星
が
き
れ
い
で
す
。

昭
和
36
年
、電
線
の
地

中
化
や
、信
号
機
を
最

小
限
に
し
、ジ
ョ
ギ
ン

グ
し
や
す
い
傾
斜
に
す

る
な
ど
、景
観
を
配
慮

し
た
設
計
が
な
さ
れ
た

町
で
す
。
桜
が
自
慢
で
、

富
士
山
も
見
え
ま
す
。

大
晦
日
に
は
横
浜
港
か

歩
き
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め

ま
し
た
。ま
た
子
ど
も
た
ち
と
ご
み

を
拾
い
な
が
ら
の
エ
コ
パ
ト
ロ
ー

ル
も
行
っ
て
い
ま
す
。
犯
罪
発
生

率
は
こ
の
７
年
間
ゼ
ロ
の
月
が
多

い
で
す
。

　

ま
た
、住
宅
用
火
災
警
報
器
の

普
及
や
住
民
の
皆
様
の
火
災
に
対

す
る
意
識
の
高
さ
も
あ
り
、無
火

災
も
7
年
続
い
て
い
ま
す
。

　

お
し
ゃ
れ
だ
っ
た
階
段
も
、手

す
り
や
ス
ロ
ー
プ
が
必
要
に
な
り
、

当
時
良
か
っ
た
も
の
も
見
直
さ
れ

る
時
期
で
す
。今
、地
区
の
人
が
本

当
に
住
み
や
す
い
と
言
っ
て
く
れ

る
こ
の
汐
見
台
を
、時
代
に
合
わ

せ
、将
来
に
向
け
て
、さ
ら
に
ず
っ

と
住
み
た
い
街
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
区
の
特
色
、魅
力

は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で

す
か
？

防
犯
、防
災
へ
の
取
組
は
あ
り

ま
す
か
？

地
区
の
将
来
像
と
し
て
は
？

仲の良さは昔のまま 磯子
磯子地区連合町内会・髙田誠 会長

　

私
は
こ
こ
で
生
ま
れ
て
、こ
こ
で

育
ち
ま
し
た
。
産
業
道
路
が
で
き

る
前
は
海
岸
線
で
こ
こ
か
ら
ず
っ

と
遠
浅
の
海
だ
っ
た
ん
で
す
。
今

も
バ
ス
停
名
と
し
て
残
る
芦
名
橋

に
船
が
つ
く
と
、漁
師
が「
ふ
ー
」っ

と
ほ
ら
貝
を
吹
く
ん
で
す
。
買
い

に
い
く
と
、小
魚
を
ザ
ル
い
っ
ぱ

い
に
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

海
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
新
し
く
で
き

た
町
を
新
地
と
言
っ
て
一
つ
の
ま

ち
で
し
た
。
芦
名
橋
を
境
に
町
内

会
が
浜
西
、浜
東
に
分
か
れ
ま
し

た
け
ど
、磯
子
の
町
と
し
て
の
交

流
は
ず
っ
と
続
い
て
い
ま
す
。
仲

の
良
さ
は
昔
の
ま
ま
。
そ
れ
が
魅

力
で
し
ょ
う
ね
。

　

横
浜
国
際
女
子
駅
伝
が
国
道
16

号
を
コ
ー
ス
に
し
て
い
た
時
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
間
坂
の
交
番

の
前
で
250
食
以
上
の
カ
レ
ー
の
炊

き
出
し
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、呼

び
か
け
な
く
て
も
ま
ち
の
人
が
み

ん
な
集
ま
っ
て
手
伝
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
赤
い
大
き
な
旗
を
作
っ
て
、

テ
レ
ビ
に
映
る
よ
う
に
と
懸
命
に

振
っ
て
、う
ま
く
テ
レ
ビ
に
映
っ

た
と
き
は
み
ん
な
で
喜
び
ま
し
た
。

　

ひ
と
こ
ろ
、学
校
帰
り
の
子
ど
も

た
ち
が
よ
く
こ
の
作
業
場（
※
会
長

の
仕
事
場
）に
寄
っ
て
遊
ん
で
い
き

ま
し
た
。
最
初
の
頃
は
黙
っ
て
遊

ん
で
い
た
の
が
、こ
ち
ら
か
ら
う
ま

く
話
を
向
け
て
子
ど
も
が
話
す
の

を
聞
い
て
や
る
と
、自
分
の
こ
と
を

言
え
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、自
分
の

意
見
を
は
っ
き
り
言
え
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
自
分
の

意
見
が
言
え
る
と
、他
人
の
意
見
が

聞
け
る
。
他
人
の
気
持
ち
が
わ
か

る
と
、互
い
に
交
流
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の

将
来
が
開
け
る
と
、さ
ら
に
良
い
磯

子
に
な
り
ま
す
よ
。

地
区
の
魅
力
は
ど
ん
な
こ
と

で
す
か
？

仲
の
良
さ
の
わ
か
る
出
来
事
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

地
区
の
将
来
像
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
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和気あいあいとした
人情のある町 杉田

杉田地区連合町内会・須田幸雄 会長

　

杉
田
は
、埋
立
で
海

が
遠
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
、昔

の
人
が
持
っ
て
い
た
人

情
味
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
良
い
町
で
す
よ
。

健
民
祭
の
綱
引
き
に
見

事
な
筋
肉
の
外
国
の
人

が
参
加
し
て
く
る
よ
う

に
な
り
、み
ん
な
違
和

感
な
く
地
元
に
溶
け
込

ん
で
楽
し
く
や
っ
て
い

ま
す
。
新
し
い
人
た
ち

を
受
け
入
れ
る
杉
田
の

人
情
味
は
今
も
そ
ん
な
と
こ
ろ
に

表
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
梅
は
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
、梅
林
小
学
校
の
周

り
に
は
そ
の
名
の
通
り
、梅
の
木

が
何
十
本
も
あ
っ
て
、小
学
生
が

梅
ジ
ュ
ー
ス
を
た
く
さ
ん
作
っ
て

い
ま
す
。

　

毎
年
８
月
に
杉
田
八
幡
宮
の
例

大
祭
が
あ
っ
て
、そ
れ
に
合
わ
せ

て
、ふ
れ
あ
い
杉
田
祭
り
を
や
っ

て
い
ま
す
。
町
内
会
の
有
志
が
出

店
を
や
っ
た
り
、子
ど
も
神
輿
が

出
た
り
し
ま
す
。
地
域
の
人
は
、

み
ん
な
お
祭
り
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
杉
田
マ
ラ
ソ

ン
を
Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
敷
地
で
行
っ
て
い

て
、今
年
で
35
回
目
で
す
。
他
地

区
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、と
て
も

盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
で
、明
る
い
町
づ

く
り
構
成
を
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
そ
の
た
め
の
活
動
指
針
と
し

て
、防
災
防
犯
体
制
の
強
化
や
高

齢
者
の
見
守
り
活
動
の
推
進
、健

全
な
子
ど
も
の
育
成
、ス
ポ
ー
ツ

で
明
る
い
町
づ
く
り
な
ど
を
考
え

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

将
来
の
杉
田
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し

い
町
に
な
る
ん
だ
よ
と
い
う
夢
を

語
り
、我
々
は
、そ
れ
に
向
か
っ
て

少
し
ず
つ
現
状
に
肉
づ
け
し
な
が

ら
着
実
に
進
ん
で
い
け
れ
ば
良
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
区
の
特
色
や
魅
力

は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で

す
か
？

地
区
で
の
取
組
を
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
？

杉
田
は
梅
が
有
名
で
す
ね
。

地
区
の
将
来
像
は
？

新旧分け隔てなく交流し、
つながっていきたい 屏風ヶ浦

屏風ヶ浦地区連合町内会・齊藤陸男 会長

ン
と
そ
れ
を
囲
む
様
に
昔
か
ら
の

戸
建
て
が
あ
り
ま
す
。

　

森
浅
間
神
社
か
ら
御
神
輿
が
出

る
お
祭
り
が
古
く
か
ら
あ
る
の
で

す
が
、駅
前
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
、

休
憩
所
と
冷
水
を
提
供
す
る
な
ど

し
て
つ
な
が
り
を
作
っ
て
き
ま
し

た
。
最
近
で
は
、屏
風
ヶ
浦
の
歴

史
を
学
ん
で
魅
力
を
再
発
見
し
よ

う
と
い
う
活
動
を
一
緒
に
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
の
人
た
ち
の
ま
と
ま
り
が

良
く
、色
々
な
こ
と
に
協
力
し
て

く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ス
イ
ッ
チ

Ｏ
Ｎ
磯
子（
磯
子
区
地
域
福
祉
保

　

よ
く
名
前
の
由
来
を
聞
か

れ
ま
す
。
一
説
に
は
源
頼
朝

が
名
付
け
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。私
も
好
き
な
地
名
で
す
。

　

地
形
的
に
は
平
地
で
あ
る

こ
と
が
特
色
で
す
ね
。
通
勤
、

通
学
、買
い
物
な
ど
が
し
や
す

く
、こ
の
地
域
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
で
す
。駅
の
周
り
に
林
立
す

る
比
較
的
新
し
い
マ
ン
シ
ョ

健
計
画
の
愛
称
）の
取
組
は
一
番

遅
れ
て
い
ま
し
た
。
2
、3
年
前

か
ら
力
を
入
れ
始
め
て「
弱
い
人

た
ち
を
地
域
で
見
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
皆
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。」と
声
を
か
け
る
と
、

急
に
わ
ー
っ
と
皆
の
や
る
気
が
膨

ら
ん
だ
感
じ
で
、た
く
さ
ん
の
取

組
が
始
ま
り
ま
し
た
。
白
幡
プ
ー

ル
や
汐
見
台
病
院
の
存
続
の
た
め

の
署
名
活
動
の
時
も
そ
う
で
し
た
。

分
か
っ
て
も
ら
う
の
が
早
い
地
域

な
ん
で
す
。

　

昔
か
ら
こ
の
屏
風
ヶ
浦
地
区
に

住
む
人
、そ
し
て
新
し
く
こ
の
地
に

住
み
始
め
た
人
、こ
れ
か
ら
も
分
け

隔
て
な
く
交
流
し
、つ
な
が
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

“
屏
風
ヶ
浦
”と
い
う
地
名

は
海
に
向
か
っ
て
そ
び
え

る
屏
風
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
素
敵
な
名
前
で
す
ね
。

地
区
の
特
色
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

昔
か
ら
住
ん
で
い
る
方
と
新
し

く
来
た
方
と
は
ど
の
よ
う
に
交

流
を
深
め
て
き
た
の
で
す
か
？

地
区
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

で
す
か
？

地
区
の
将
来
像
を
描
く
と
し

た
ら
？
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子育てしやすいまちをめざす
洋光台

洋光台連合自治町内会・三上勇夫 会長

自然と共に生きる町 上笹下
上笹下連合自治町内会・中野達夫 会長

楽
し
く
て
、無
理
の
な
い
こ
と
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
花
見
の
時
は

老
若
男
女
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し

ま
す
。
区
制
90
周
年
の
記
念
に
10

月
の
健
民
祭
で
は
同
じ
曲
で
５
パ

タ
ー
ン
の
振
り
付
け
の
盆
踊
り
を

披
露
し
ま
す
よ
。
た
だ
い
ま
特
訓

中
で
す
。
私
も
張
り
切
っ
て
参
加

し
ま
す
。

　

と
に
か
く
色
々
な
人
に
声
を
か

け
て
誘
う
、と
い
う
こ
と
を
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、防
災
訓
練
当
日
は
、

L
I
N
E
や
、電
話
、訪
問
で
地
域

住
民
に
広
く
声
を
掛
け
ま
す
。ま
た
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、年
配
の

方
を
積
極
的
に
誘
っ
て
い
ま
す
。

10
分
く
ら
い
で
も
話
し
な
が
ら
歩

く
と
、散
歩
に
な
る
し
意
外
に
楽

し
い
。
そ
の
う
ち
、お
互
い
顔
を

見
て
今
日
の
調
子
が
分
か
る
様
に

な
っ
て
、調
子
が
悪
そ
う
に
見
え

た
ら
声
を
か
け
た
り
し
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
、イ
キ
イ
キ
体
操
と

そ
の
会
場
で
地
元
の
野
菜
販
売
を

セ
ッ
ト
で
行
う
と
い
う
取
組
を
始

め
ま
し
た
。
常
に
新
し
い
こ
と
を

考
え
て
、楽
し
い
こ
と
を
や
ら
な

い
と
人
は
集
ま
ら
な
い
。
こ
れ
か

ら
も
、新
し
い
人
や
、新
し
い
事
を

取
り
入
れ
て
地
区
を
進
化
さ
せ
て

い
き
た
い
で
す
。

　

魅
力
は
、空
気
が
き
れ

い
で
、ゆ
っ
た
り
と
し
た

環
境
で
す
ね
。
磯
子
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
延

長
線
上
に
広
が
る
峯
市

民
の
森
や
、氷
取
沢
な

ど
の
緑
の
美
し
さ
も
魅

力
で
す
。
ま
た
、磯
子

区
で
唯
一
の
農
業
専
用

地
区
が
あ
り
、お
い
し

い
野
菜
が
た
く
さ
ん
採

れ
ま
す
。

　

高
齢
者
が
多
い
の
で
、

手
話
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、

地
区
の
特
色
と
魅
力
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

地
区
で
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

地
域
の
方
に
取
組
に
参
加
し
て

も
ら
う
工
夫
は
あ
り
ま
す
か
？

地
区
の
将
来
像
は
？

で
、手
つ
か
ず
に
残
っ
て
い
た
湧

き
水
の
あ
る
場
所
に
オ
ニ
ヤ
ン
マ

が
生
息
す
る
ト
ン
ボ
池
を
子
ど
も

た
ち
と
作
り
ま
し
た
。子
ど
も
は

環
境
さ
え
与
え
れ
ば
悪
い
こ
と
は

し
な
い
、ち
ゃ
ん
と
育
つ
と
い
う

信
念
で
や
っ
て
い
ま
す
。
洋
光
台

で
良
い
思
い
出
と
と
も
に
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
、ま
た
洋
光
台
に

戻
っ
て
く
る
よ
う
な
ま
ち
に
し
た

い
の
で
す
。

　

洋
光
台
地
区
は
平
成
16
年
頃
、

年
間
90
件
近
く
の
空
き
巣
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
を
結
成
し
、毎
日
地
域

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
結
果
、翌

年
の
被
害
件
数
は
激
減
し
ま
し
た
。

　
『
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
』

を
活
動
目
標
に
し
て
い
る
こ

と
が
特
色
で
す
。起
伏
に
富

ん
だ
洋
光
台
駅
前
公
園
で
子

ど
も
た
ち
を
遊
ば
せ
る
プ
レ

イ
パ
ー
ク
で
は
、ソ
リ
滑
り
、

滑
車
ロ
ー
プ
な
ど
、い
ろ
い

ろ
な
体
験
が
で
き
ま
す
。
こ

こ
で
初
め
て
焼
き
芋
を
食
べ

た
と
い
う
子
も
い
ま
し
た
。

開
催
日
は
保
育
園
児
や
小
学

生
が
集
ま
り
大
盛
況
で
す
。

　

ま
た
、「
水
辺
が
ほ
し
い
」

と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
要
望

こ
の
成
果
を
高
く
評
価
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

映
画『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』の
ロ
ケ

地
に
な
り
、サ
ン
モ
ー
ル
洋
光
台

広
場
に
ゴ
ジ
ラ
の
足
跡
を
作
り
ま

し
た
。
公
開
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
も

行
わ
れ
、ゴ
ジ
ラ
に
町
興
し
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

常
に
新
し
い
も
の
を
生
み
出
し

て
、情
報
発
信
し
て
い
か
な
い
と
飽

き
ら
れ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、こ
れ

か
ら
も
ど
ん
ど
ん
新
し
い
も
の
を

打
ち
出
し
て
魅
力
あ
る
洋
光
台
を

目
指
し
ま
す
。

地
区
の
特
色
や
、魅
力
は

何
で
す
か
？

平
成
18
年
に
防
犯
面
で
内
閣
総

理
大
臣
表
彰
を
受
け
た
そ
う

で
す
ね
。

最
近
の
話
題
で
は
、映
画
の
ロ
ケ

地
に
な
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

地
区
の
将
来
像
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
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WAGAMACHI ISOGO 02

平野 みきさん
55才／洋光台在住
一般社団法人 re net 結 代表

が磯子区（洋光台）に両親に連れられ越してきたのは
小学生の時でした。あたりは一面造成地と四角い団

光台にもいろんなことがありました。悲喜こもごもある中
で、そのもともとの心のありようが2代目3代目に引き継
がれ、住民の「この土地で幸せに生きてゆこう」という思い
をますます広く深く、強いものにしてくれています。心の
通じた仲間と共に、ここに地域コミュニティ－カフェ「結
café（ゆいかふぇ）」を開きたいと思ったのも、この土地で

「悲喜こもごも」を笑顔で包んできてくださった地域の皆さ
んに感謝の気持ちを贈りたかったら、そして、皆さんが一瞬
でも多く「ここに暮らして幸せだった」と思えるよう、一緒
に考える場所がどうしても必要だったから。
　「結café」では、日々つながり・進化する人々がお互い
に見守り見守られ、手を差し伸べ合って楽しくさわやかな
磯子の南風の中過ごしています。私たちはこんな場が磯子
のまちにたくさん増えるといいなあと思っています。皆様
も是非遊びにおいでください。

には海風の潮の香りに包まれたこ
と。そしてなにより、もともと矢
部野（※昭和45年まであった町
名）に住まわれていた方々の寛大
な心と、各地から新しく移り住ん
だ人々の希望に満ちわくわくした
明るい心がありました。
　その後50年近くが経過して洋

私
地、すぐ後ろに円海山を背負って緑豊かな土地柄でした。一
番に印象に残っているのは当時は洋光台といえば駅に降り
立つと養豚のかぐわしい香りがしていたことと、南風の日

磯子で暮らし、地域のために頑張っている方、磯子から世界に羽ばたいた方…
それぞれの「わがまち磯子」をテーマに寄稿していただきました。

【上】オリンピック入賞報告。恩師の戸崎
先生（右）、区長（左）と。（磯子区役所）

【下】パブリックビューイングの様子

押しされ、7位に入賞することができました。
　この場では伝えきれないほど磯子区の皆さんには本当に
感謝しております。応援してくださった皆さまの元気を頂
きながら、これからも頑張ってまいります。ありがとうご
ざいました。

子区制90周年おめでとうございます。
私が磯子区に引っ越してきたのは今から15年ほど磯

前になります。当時、小学2年生の私は、初めての引っ越し
で、慣れない環境に寂しさや不安を感じていました。しか
しながら、磯子区に住んでいる方々はとても優しく、通学途
中必ず挨拶をしてくれる駄菓子屋のおばちゃん、雨の日に
傘を忘れて歩いていたら傘を貸してくれた近所のおじい
ちゃん、そういった方々の温かさを感じ、私はすぐにこの場
所に慣れることができました。
　その磯子区の温かさを思い出させてくれたのは、平成28
年のリオデジャネイロ2016オリンピック（20㎞競歩）へ
の出場が決まってすぐのことでした。浜中学校時代の恩師
である戸崎先生や地元の杉田商店街の方々をはじめとした
多くの方々が、私のオリンピック出場を喜んでくれたので
す。商店街には応援フラッグが掲げられ、そして試合当日
には杉田劇場でパブリックビューイングを開催して頂きま
した。試合は日本時間深夜2時30分という非常に遅い時
間帯でのスタートでしたが、磯子区の多くの方々が杉田劇
場に集まってくれたとうかがいました。
　初めてのオリンピックという大舞台でしたが、「松永が
んばれ、松永がんばれ」と言う皆さんからの温かい声援に後

「わがまち磯子」
大人が
　  語る

磯子でかがやく 磯子からはばたく

WAGAMACHI ISOGO 01

松永 大介さん
22才／杉田小学校・浜中学校出身
富士通陸上競技部　リオ五輪・男子20km競歩代表 日本人初７位入賞
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WAGAMACHI ISOGO 05

WAGAMACHI ISOGO 04

WAGAMACHI ISOGO 03

浜南チームのリーダーも務めており、杉田駅～新杉田駅、屏
風浦駅、井土ヶ谷駅の3エリア周辺で清掃活動をしていま
す。こうした活動の中で気づかされたのは、人と人とのつ
ながりの重要性です。地域を活性化し、新たな力を生み出
すのは人のつながりにほかなりません。
　また、グリーンバード横浜南チームでは4歳から60歳ま
でという広い世代がともに活動していますが、このように
多世代が交流することには、大きな意味があると思います。
大人から子どもたちに伝えるべきものがあり、逆に大人に
も、子どもの豊かな感性から得るものは大きいでしょう。
　磯子の暮らしやすい環境を守りながら、人と人をつなぎ、
世代間をつなぐ。その先には、さらに人が生き生きと暮ら
しを楽しむ未来が見えてきます。大好きな地元に恩返しす
る気持ちで、そうした未来に向けて、さまざまな活動に取り
組んでいきたいと思っています。

は現在、大学に通いながら磯子消防団の団員として
活動しています。日頃から有事に備えて訓練を重ね、 もの頃からたくさんの時間を公園で

過ごしてきました。公園が多いとこ
ろも磯子区の好きなところです。
　このような、自分が住み、育ってき
た地域・磯子の火災を少しでも減ら
すために、この磯子の安心・安全が今
後も続いていくように、一つひとつの
訓練を確実に身に付けることを心掛
け、「地域を守る」という気持ちで、こ
れからも消防団の訓練に取り組んで
いきたいと思います。一緒に活動す
る仲間も募集しています！

た小学校の隣の洋光台北公園では自主トレーニングに励み
ました。他の公園でも友達と遊んだり、お祭りがあったり、
今では、消防団の訓練を洋光台南公園で行っていたりと子ど

磯部 将馬さん
19才／洋光台在住
磯子消防団第７分団所属

私
実際に現場に出動するほか、地域での火災予防の啓発活動
もしています。お祭りのときに火事にならないように警備
をしたり、年末には地域を周り夜警をしたりします。この
ような啓発活動は地域の方とコミュニケーションを取りな
がら行うので、顔を覚えてもらい、次に会うときに挨拶をし
てもらうこともあります。地域の方はみな優しくて温かい
人が多く、とてもいい地域だと感じています。
　小学生のときには少年野球チームに所属していました。
監督やコーチを務める地域の方が、温かく、真剣に指導して
くれました。いっぱい怒られて身体も精神面も鍛えられた
ので、今の自分の基礎ができました。そして、練習をしてい

が生まれた昭和46年の田中、洋光台地域は多くの
宅地開発や公営団地の入居が始まり、開業直後の洋

通して直接地元の商店にウメニー
を売り込み、限定ではありますが
商品化されたこと、歌が出来たこ
と、様々なイベントが開催できた
ことは大変嬉しく感じています。
この活動を通して杉田の児童が成
長した時に磯子区を愛せる大人に
なってほしいと願っています。

しましたが、児童の「杉田の街を元気にしたい」という思い
を考えると一企業の活用では限定的なものにしかならない
と気付き、弊社から手放すことにしました。同時に、ウメ
ニーが街の皆様にもっと愛されるように、リデザインを行
い著作権などの問題も解決して誰もが使えるものとして生
まれ変わってもらいました。
　ウメニーは少しずつ定着してきています。児童が授業を

安藤 竜一さん
45才
㈱安藤建設 代表取締役

私
光台駅前では毎週のようにイベントが行われて子ども達の
笑顔が溢れていました。一方でまだ開発がされていない地
域も多くあって、雑木林、池や沼などで多くの友人と野遊び
をしたことも楽しい思い出です。
　子どもの頃に得た体験は貴重なものです。だからこそ、
地元企業として何とか子ども達の後押しをしたい、陰なが
ら見守っていきたいと活動をして参りました。
　杉田小学校の児童が杉田梅から考案したキャラクター

「ウメニー」との係わりは、ある日児童から、ウメニーを広げ
るためにウメニーを弊社の社員にして欲しいと依頼が入っ
たことが始まりです。当初私はあまり深く考えずに受入を

を間近にし、円海山をはじめとした豊かな緑に恵ま
れている磯子区は、一方で、横浜駅や上大岡駅などに

る街だと思っています。
　私は、この磯子で生まれ育ちま
した。ここで遊び、学び、仕事をし、
会社を営み、5年ほど前からは、
自社事業を通じて地域貢献活動に
取り組んでいます。また、「きれ
いな街は、人の心もきれいにする」
をコンセプトとするゴミ拾いボラ
ンティア団体、グリーンバード横

河原 勇輝さん
32才／森在住
グリーンバード横浜南チーム 代表

海
も近く、都会的な要素も程良く感じられます。田舎でも都
会でもないバランスのとれた環境で、暮らしやすく魅力あ
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区
内
市
立
小
学
校
の
４
年
生（
約
1,
2
5
0
人
）

に「
20
歳
の
私
へ
送
る
メ
ッ
セ
ー
ジ（
郵
便
は
が
き
）」

を
書
い
て
も
ら
い
学
校
ご
と
に
ミ
ニ
郵
便
ポ
ス
ト
に

投
函
し
ま
し
た
。
10
年
後
、区
制
100
周
年
の
年
に
20

歳
に
な
る
自
分
に
配
達
さ
れ
ま
す
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
郵
便

【 作成したロゴ 】

ロゴを用いて、ポスターや懸垂幕・横断幕・缶バッジ等を作成しました。

　

磯
子
区
制
90
周
年
を
広
く
周
知
す
る
た
め
、キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
公
募
し
、276
件
の
応
募
作
品
の
中
か

ら「
海
輝
き
人
も
輝
く
未
来
の
磯
子 

90
年
の
あ
り
が

と
う
」を
選
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、磯
子
区
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
い
そ
っ
ぴ
」を
用
い
た
ロ
ゴ
を

作
成
し
ま
し
た
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ポスター（1月～）区庁舎壁面の懸垂幕

ミニポストとはがき

横断幕（地域の行事でも掲出していただきました。）

ポスター（5月～）

10年後、20歳に
なったら届くよ！

区
制
90
周
年
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
の

 
取 
組 

紹 

介
10
月
１
日
の
区
制
90
周
年
に
向
け
て
磯
子
区
全
体
で
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、

特
に
、将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
な
が
ら

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
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ＩＳＯＧＯ ９０（いそごナインティー）メンバー
左からきぃ、凛、愛佳、みう、Ko-ga

ダンス振り付け ： ＨＡＮＡ さん 
衣装制作 ： 手嶋 幸弘 さん

カウントダウンボードカウントダウンの数字

　

区
制
90
周
年
記
念
の
10
月
１
日
ま
で
の
100
日
間
を

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
す
る
た
め
、6
月
23
日
に
区
庁
舎

１
階
に
特
製
ボ
ー
ド
を
設
置
し
ま
し
た
。
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
の
数
字
は
区
内
市
立
小
学
校
の
児
童
、市
立

保
育
園
の
園
児
が
作
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

　

区
制
90
周
年
を
歌
と
ダ
ン
ス
で
盛
り
上
げ
て
く
れ

る
子
ど
も
た
ち
を
公
募
し
、3
月
11
日
に
区
内
小
中

学
生
5
人
に
よ
る「
I
S
O
G
O 

90（
い
そ
ご
ナ
イ

ン
テ
ィ
ー
）」が
結
成
さ
れ
ま
し
た
！
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ

ン
グ『
笑
顔
で
I
S
O
G
O
! !
』を
歌
っ
て
踊
り
、区

内
各
地
で
90
周
年
を
Ｐ
Ｒ
！

磯
子
区
制
90
周
年
祝
い
隊 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｏ 

90︵
い
そ
ご
ナ
イ
ン
テ
ィ
ー
︶

みんなで
踊っちゃおう！

素敵な街の風を感じる 海から流れてくる潮風 
思い出す 思い出す みんなのHISTORY 
道行く人の交わすあいさつ 心に響いてくるメロディー 
ふれあいと優しさで包み込むよ 
ここまで今 ９０年（築いた歴史を） 
１００年へと 繋げるぞ 

手と手を取って 踊ろうよ歌おうよ もっともっと 
あなたに届けたい GO ！  急ごう！ 
待ってちゃダメさ 歩こうよ進もうよ ずっとずっと 
笑い声あふれる場所 笑顔でISOGO ！ 

（スキスキダイスキ ミンナガダイスキサ 
イソイソイソゴクニ ミンナデキテゴラン） 

素敵な街の風を感じる 木々から緑薫るそよ風 
いつまでも いつまでも 続くよHISTORY 
春には梅の花咲き誇り 秋にはコスモスが揺れている 
四季折々の自然 感じられる 

これから先 続いてゆく（未来の架け橋） 
笑顔の花 咲かせたい

心のままに はしゃごうよ祝おうよ もっともっと 
ひとつになれるから GO ！  急ごう！ 
大切なもの 伝えるよ守ろうよ ずっとずっと 
笑い声あつまる場所 笑顔でISOGO ！ 

離れない この場所を離れない 何があっても 
この気持ち 変わらないよ 好き！ 

手と手つないで 踊ろうよ歌おうよ もっともっと 
あなたに届けたい GO ！  急ごう！ 
待ってちゃダメさ 歩こうよ進もうよ ずっとずっと 
笑い声あふれる場所 

心のままに はしゃごうよ祝おうよ もっともっと 
ひとつになれるから GO ！  急ごう！ 
大切なもの 伝えるよ守ろうよ ずっとずっと 
笑い声あつまる場所 笑顔で ISOGO ！ 
笑顔で ISOGO ！  笑顔で ISOGO ！ 

（100周年に向かって！） GO ！ ISOGO ！

笑顔でISOGO!!
作詞 ： 武村 大　作曲 ： 金子 剛
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か
を
ベ
ー
ス
に
、ま
た
今
の
磯
子
区
全
体
が
他
の
行
政
区
と
ち

が
っ
て
い
る
独
自
性
を
重
ね
、大
小
二
つ
の
視
点
か
ら
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
紙
面
の
制
約
の
た
め
ラ
フ
な
デ
ッ
サ
ン
に
な
り
ま
す

が
お
許
し
く
だ
さ
い
。

　

　

＊

＊

＊

　

ま
ず
第
一
の「
臨
海
地
帯
北
部
」で
す
。
岡
村
の
三
殿
台
遺
跡
は

区
内
唯
一
の
国
指
定
史
跡
で
、縄
文
・
弥
生
・
古
墳
の
三
つ
の
時

代
を
通
じ
数
千
年
も
の
あ
い
だ
私
た
ち
の
祖
先
が
同
じ
場
所
で
生

活
を
続
け
た
全
国
で
も
珍
し
い
重
層
遺
跡
で
す
が
、残
念
な
が
ら

全
国
の
一
級
河
川
流
域
遺
跡
か
ら
の
出
土
物
ほ
ど
の
優
品
は
見
当

た
り
ま
せ
ん
。
こ
の
丘
の
下
を
流
れ
る
小
さ
な
禅
馬
川
の
流
域
が

狭
く
農
業
生
産
力
が
低
か
っ
た
か
ら
当
然
の
こ
と
で
す
。

　

磯
子
小
学
校
の
南
に
あ
っ
た
室
の
木
古
墳
出
土
の
埴
輪
頭
部
も

一
見
幼
稚
っ
ぽ
く
、大
和
や
北
関
東
の
埴
輪
に
は
比
べ
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
専
門
の
工
人
を
養
う
だ
け
の
余
裕
が
な

か
っ
た
の
で
、天
気
が
よ
け
れ
ば
田
や
海
で
働
く
庶
民
が
雨
や
風

の
日
だ
け
家
族
や
仲
間
の
顔
を
思
い
な
が
ら
土
を
こ
ね
ま
し
た

（
従
っ
て
労
働
す
る
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
リ
ア
ル
な
造
形
で

す
）。
し
か
し
見
方
を
変
え
れ
ば
、巨
大
な
前
方
後
円
墳
や
豪
華
な

出
土
品
を
誇
る
地
方
は
生
産
力
の
高
さ
が
富
の
偏
在
を
生
み
権

力
の
集
中
に
つ
な
が
り
、そ
の
結
果
と
し
て
豪
族
の
遺
物
や
遺
構

を
残
し
た
の
で
す
か
ら
、連
日
古
噴
の
造
営
に
引
っ
張
り
出
さ
れ

過
酷
な
税
に
喘
い
だ
末
端
の
人
々
の
苦
労
は
ど
れ
ほ
ど
だ
っ
た

で
し
ょ
う
。
こ
ち
ら
は
生
産
力
が
低
か
っ
た
た
め
富
の
偏
在
も
権

力
の
集
中
も
そ
れ
ほ
ど
で
な
く
、民
衆
に
と
っ
て
は
上
も
下
も「
ド

ン
グ
リ
の
背
く
ら
べ
」で
し
た
。
貧
し
さ
は
仕
方
が
な
い
と
し
て

先
進
文
化
地
帯
ほ
ど
の
苦
労
は
な
か
っ
た
の
で
は
…
と
思
わ
れ
ま

す
。 

三
殿
台
遺
跡
が
三
時
代
の
長
き
に
わ
た
っ
て
続
い
た
の
も
そ

れ
だ
け
こ
の
地
が
住
み
よ
か
っ
た
証
拠
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

明
治
七
年
完
成
の
堀
割
川
と
両
岸
の
道
路
は
民
家
の
増
え
て
き

た
吉
田
新
田
の「
迷
惑
施
設
」を
磯
子
区
北
部
に
追
い
出
し
ま
し

た
。
刑
務
所
・
伝
染
病
病
院
・
し
尿
運
搬
船
・
野
犬
収
容
所
・
ゴ

ミ
焼
き
場
な
ど
、中
心
部
が
都
市
と
し
て
成
長
す
る
の
に
都
合
の

悪
い
も
の
を
み
ん
な
こ
の
地
に
押
し
つ
け
た
の
で
す
。
江
戸
時
代

の
ま
ま
住
民
の
少
な
い
こ
こ
で
は
反
対
の
声
の
あ
げ
よ
う
も
あ
り

ま
せ
ん
。
伊
勢
佐
木
町
や
関
内
の
旦
那
衆
か
ら
白
い
目
で
見
ら
れ

な
が
ら
、こ
の
町
の
人
々
は
貧
し
さ
に
め
げ
ず「
長
屋
的
連
帯
」で

明
る
く
た
く
ま
し
く
律
儀
に
生
き
抜
い
て
き
ま
し
た
。
美
空
ひ
ば

り
が
滝
頭
の「
屋
根
な
し
市
場
」に
生
ま
れ
た
必
然
性
も
こ
こ
に
あ

り
ま
す
。
滝
頭
と
岡
村
で
暮
ら
し
た
映
画
監
督
松
山
善
三
が
第
一

回
広
島
平
和
祭
の
た
め
作
詞
し
、横
浜
大
空
襲
と
同
じ
日
を
誕
生

日
と
す
る
ひ
ば
り
が
絶
唱
し
た
反
戦
の
歌「
一
本
の
鉛
筆
」は
こ
の

地
域
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

　

＊

＊

＊

　

第
二
の「
臨
海
地
帯
南
部
」は
江
戸
時
代
に
特
異
な
情
報
回
路
を

持
っ
て
い
て
、大
名
領
と
比
較
に
な
ら
ぬ
く
ら
い
江
戸
の
情
報
を

素
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
し
た
。
京
急
屏
風
浦
駅
の
北
側
か
ら
笹
下

の
東
樹
院
に
抜
け
る
道
が「
清し
み
ん
ざ
か

水
坂
」で
す
が
、尾
根
筋
に
こ
の
坂

の
道
普
請
を
し
た
十
六
の
村
の
名
を
刻
ん
だ
道
標
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
は
年
貢
米
を
森
の
港
か
ら
江
戸
に
送
る
た
め
近
郷
の
農
民
が

牛
の
背
に
米
俵
を
載
せ
て
登
り
降
り
し
た「
年
貢
の
道
」で
、台
座

に
は
舞
岡
、下
倉
田（
い
ず
れ
も
今
の
戸
塚
区
）、小
菅
ケ
谷（
今
の

栄
区
）な
ど
遠
方
の
村
の
名
が
あ
り
ま
す
。
年
貢
米
を
運
ん
だ
船

頭
た
ち
は
帰
り
の
荷
を
集
め
な
が
ら
江
戸
で
な
に
が
起
こ
っ
て
い

る
か
頭
に
詰
め
て
森
に
戻
り
、そ
の
情
報
は
逆
の
コ
ー
ス
で
出
荷

の
村
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
第
一
地
帯
の
農
民
が
保
土
ケ
谷
宿
の

伝
馬
助
郷
の
御
用
で
宿
場
に
出
る
た
び
東
海
道
に
溢
れ
る
情
報
を

持
ち
帰
っ
た
よ
う
に
、森
村
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
江
戸
の
ホ
ッ
ト
・

ニ
ュ
ー
ス
は
ど
の
村
で
も
庚
申
の
夜
だ
け
天
下
御
免
の
酒
も
り
で

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
根
岸
と
江
戸
前
の
海
が
情
報
の
太

い
回
路
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
小
田
原
北
条
期
の
豪
雄
間
宮
氏
が
梅
干
し
を
兵
糧
に
す
る

た
め
杉
田
村
に
植
え
さ
せ
た
梅
は
み
ご
と
な
花
を
咲
か
せ
梅
干
し

以
上
の
名
物
と
な
っ
て
江
戸
の
遊
覧
客
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。
名
産

煎い

り

こ
海
鼠
は
絶
好
の
お
土
産
で
、そ
の
製
造
現
場
は
江
戸
名
所
図
会

を
飾
り
ま
し
た
。
杉
田
梅
林
に
は
の
ち
に
英
照
皇
太
后
、昭
憲
皇

太
后
な
ど
高
貴
な
方
々
ま
で
足
を
運
び
ま
し
た
。
こ
の
地
で
は
居

な
が
ら
に
し
て
江
戸
の
情
報
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

　

＊

＊

＊

　

第
三
の「
大
岡
川
流
域
部
」に
は「
か
ね
さ
わ
道
」の
回
路
と
並
ん

等
高
線
だ
け
の
磯
子
区
の
地
図
を
頭
に
浮
か
べ
て
み
る
と
、太
古
か

ら
の
自
然
の
か
た
ち
と
し
て
三
つ
の
部
分
が
見
え
て
き
ま
す
。
地

表
に
降
っ
た
雨
は
根
岸
湾
か
大
岡
川
か
ど
ち
ら
か
に
流
れ
て
行
く

ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
磯
子
区
は
、雨
が「
根
岸
湾
に
注
ぐ
部
分
」と「
大

岡
川
に
注
ぐ
部
分
」に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

海
岸
部
は
国
道
16
号
線
が
横
須
賀
ま
で
貫
通
す
る
前
は
旧
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
の
丘
が
海
ま
で
伸
び
て
い
て
海
岸
の
道
も
な
か
っ
た
の

で
、こ
の
丘
の
線
で
南
北
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
ま
す
。
わ
が
区
は

低
い
丘
陵
線
が
ち
ょ
う
ど
カ
タ
カ
ナ
の「
ト
」の
字
の
よ
う
な
骨
格

に
な
っ
て
い
る
の
で
、こ
れ
を
補
助
線
に
使
え
ば
三
つ
の
エ
リ
ア
が

浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　

北
の
南
区
と
の
境
か
ら
区
役
所
あ
た
り
ま
で
、滝
頭
・
岡
村
・

根
岸
・
磯
子
・
汐
見
台
な
ど
の
町
々
は「
臨
海
地
帯
北
部
」、屏
風
ヶ

浦
か
ら
杉
田
の
南
ま
で
は「
臨
海
地
帯
南
部
」と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
大
岡
川
沿
い
の
田
中
か
ら
氷
取
沢
・
峰
ま
で
は
当
然「
大
岡

川
流
域
部
」で
す
。
三
つ
の
エ
リ
ア
に
ど
ん
な
独
自
性
が
あ
っ
た

　

人
の
顔
が
み
ん
な
ち
が
う
よ
う

に
ど
の
町
に
も
個
性
が
あ
り
独
特

の
味
が
し
ま
す
。
原
始
古
代
か
ら

現
代
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
は

東
西
南
北
の「
風
」が
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
高
気
圧

か
ら
低
気
圧
に
向
け
て
風
が
吹
く

よ
う
に
わ
が
町
に
も
そ
の
時
代
の

気
圧
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
様
々
な

文
化
が
流
れ
こ
ん
で
き
ま
し
た
。

ど
ん
な
風
が
強
か
っ
た
の
か
、ま

た
自
然
の
地
形
が
風
の
通
り
を
よ

く
し
た
の
か
、そ
れ
と
も
塞
い
だ

の
か
、そ
の
結
果
ど
ん
な
文
化
が

磯
子
区
の
地
下
水
と
な
っ
て
い
る

の
か
、考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

数
学
の
図
形
の
難
問
で
頭
を
抱

え
た
と
き「
補
助
線
」を
引
く
と
簡

単
に
解
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

この町が好き！
磯子区郷土研究ネットワーク代表　葛城 峻

この町が好き！
だから
磯子区の歴史は面白い、
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で「
製
鉄
の
民
」と
い
う
職
能
集
団
が
情
報
伝
播
に
貢
献
し
ま
し

た
。
保
土
ケ
谷
宿
の「
金
沢
横
丁
」で
東
海
道
と
分
か
れ
弘
明
寺
・

上
大
岡
を
経
て
能
見
堂
か
ら
六
浦
に
通
ず
る
街
道
で
す
が
海
岸
の

新
道
が
開
通
す
る
ま
で
江
戸
と
金
沢
・
鎌
倉
・
江
ノ
島
を
結
ぶ
大

動
脈
で
し
た
。
当
時
恐
れ
ら
れ
た
天
然
痘
の
治
癒
祈
願
に
富
岡
の

「
い
も
神
様（
ほ
う
そ
う
神
）」に
お
詣
り
の
人
々
か
ら
の
伝
聞
と
一

緒
に
大
量
の
情
報
が
耳
か
ら
耳
ヘ
伝
わ
り
ま
し
た
。
円
海
山
・
大

丸
山
・
大
平
山
を
頂
上
と
す
る
山
塊
は
多
く
の
砂
鉄
を
含
む「
上

総
層
」か
ら
成
り
、平
安
・
鎌
倉
期
に
中
腹
か
ら
上
の
方
で
は
製
鉄

を
業
と
す
る「
山
の
民
」が
原
始
的
な
方
法
で
鉄
を
つ
く
っ
て
い

ま
し
た
。
氷
取
沢
や
峰
で
畑
仕
事
の
最
中
に「
金
く
そ（
廃
棄
さ
れ

た
不
純
物
）」の
た
め
鍬
の
刃
先
が
欠
け
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し

た
が
、「
金
く
そ
場
」「
い
も
じ
ケ
い
と
」な
ど
の「
字あ
ざ

名
」は
製
鉄

場
の
名
残
り
で
す
。
氷
取
沢
の
名
も
昔
は
火
に
ち
な
む「
火
」取
沢

で
し
た
が
、忌
み
言
葉
の「
火
」を
避
け
て
安
全
な「
氷
」に
変
え
た

の
で
す
。
製
鉄
に
関
係
し
た
地
名
や
伝
承
は
金
沢
区
、港
南
区
、栄

区
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
し（
か
ん
な
畑
、鍛
冶
ケ
谷
な
ど
）洋

光
台
の
金
山
神
社
は
鋳
物
師
の
信
仰
の
中
心
で
し
た
。
掘
り
出
し

た
岩
石
を
砕
き
砂
鉄
を
分
離
す
る
に
は
山
の
湧
き
水
で
水す
い
ひ簸

を
し

ま
す
が
、か
ん
な
流
し
で
濁
っ
た
水
が
川
を
汚
し
山
麓
の
水
田
耕

作
の「
平
地
の
民
」と
の
間
に
緊
張
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
一

面
で
は
農
具
を
つ
く
る
鉄
材
と
米
の
交
換
と
い
う
相
互
依
存
も
あ

り
、山
の
民
と
平
地
の
民
と
の
間
に
は「
一
面
対
立
、一
面
連
携
」と

い
う
珍
し
い
関
係
が
あ
っ
た
の
で
す
。
特
筆
す
べ
き
は
稲
作
民
は

　

下
っ
て
の
根
岸
堀
割
川
と
間
坂
ト
ン
ネ
ル
の
二
大
土
木
工
事
に

よ
り
吉
田
新
田
と
港
周
辺
だ
け
だ
っ
た
横
浜
は
南
に
向
け
て
大
き

く
領
域
を
拡
げ
ま
す
。
堀
割
川
は
目
で
見
え
ま
す
が
間
坂
ト
ン
ネ

ル
は
区
役
所
向
い
の
坂
の
下
に
眠
っ
た
ま
ま
で
す
。
こ
れ
ら
に
続

く
富
岡
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
で
つ
い
に
横
浜
か
ら
三
浦
半
島
ま
で
風

通
し
の
よ
い
道
が
貫
通
し
ま
し
た
。
わ
が
区
域
が
明
治
時
代
に
果

た
し
た「
大
横
浜
」へ
の
貢
献
を
誇
り
と
し
た
い
も
の
で
す
。

　

磯
子
村
の
堤
磯
右
衛
門
は
石
鹸
製
造
の
苦
心
で
有
名
で
す
が
、

石
鹸
以
上
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
は
石
鹸
製
造
所
で
の「
定
時
制
」の

採
用
と
日
本
で
最
初
の
就
業
規
則
で
す
。
働
く
時
間
が
日
の
出
か

ら
日
没
ま
で
だ
っ
た
時
代
は
夏
と
冬
と
で
労
働
時
間
が
大
き
く
ち

が
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
一
年
を
通
し
て
の
労
働
時
間
と
生
産
量
の

関
係
が
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
磯
右
衛
門
は
明
る
さ
や
暗
さ
に
関
係

な
く
ど
の
季
節
で
も
始
業
時
刻
と
終
業
時
刻
を
同
じ
に
定
め
作
業

時
間
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
労
働
の
生
産
性
・
労
働
力
の
適

正
な
評
価
・
効
率
的
な
経
営
が
可
能
と
な
り
近
代
産
業
の
思
想
的

基
盤
が
で
き
た
の
で
す
。
就
業
規
則
は
親
方
と
子
方
・
徒
弟
と
の

古
い
労
働
関
係
を
近
代
的
経
営
集
団
と
し
て
組
み
直
し
ま
し
た
。

新
時
代
の
労
働
の
発
見
…
こ
れ
も
磯
子
区
の
誇
り
で
す
。

　

わ
が
町
は
鎌
倉
か
ら
の
武
士
の
風
、江
戸
か
ら
の
庶
民
の
風
、港

か
ら
の
文
明
開
化
の
風
、横
須
賀
か
ら
の
軍
事
化
の
風
な
ど
な
ど
、

北
か
ら
南
か
ら
い
く
つ
も
の
風
が
混
交
し
、寒
流
と
暖
流
が
交
錯
す

る
三
陸
沖
が
絶
好
の
漁
場
に
な
っ
た
よ
う
に
他
区
に
な
い
複
雑
で

高
度
な
文
化
を
発
酵
さ
せ
な
が
ら
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
世
界
と

日
本
の
歴
史
を
眺
め
れ
ば
、あ
る
時
代
に
中
心
地
と
し
て
栄
華
を

誇
っ
た
地
域
も
や
が
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
枯
れ
、次
の
時
代
に
は
そ
れ

ま
で
辺
境
と
さ
れ
て
い
た
土
地
が
新
し
い
中
心
に
な
っ
た
こ
と
に

気
づ
き
ま
す
。
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
ロ
ー
マ
ヘ
、ゲ
ル
マ
ン
ヘ
、ア
メ
リ

カ
新
大
陸
ヘ
…
。飛
鳥
か
ら
奈
良
ヘ
、京
都
ヘ
、鎌
倉
ヘ
、江
戸
へ
…
。

歴
史
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
絶
え
ず「
中
心
」か
ら「
周
縁
」ヘ

移
動
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
磯
子
区
は
こ
れ
ま
で
ミ
ナ
ト
の
周

縁
地
域
と
し
て
外
か
ら
様
々
な
風
を
受
け
郷
土
の
基
礎
を
つ
く
っ

て
き
ま
し
た
が
、区
制
施
行
九
十
年
の
今
、わ
が
町
こ
そ
こ
れ
か
ら

の
時
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
自
覚
し
、こ
れ
ま
で
の
お
返
し
に
新
し

い
風
を
横
浜
全
区
に
送
り
出
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

る
の
で
各
地
を
転
々
と
移
動
し
、新
し
い
土
地
で
炉
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
渡
り
歩
き
な
が
ら
各
地
で
吸
収

し
て
き
た
情
報
は
平
地
の
民
に
伝
播
し
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
か
ね
さ
わ
道
」の
周
辺
は
海
岸
新
道
の
完
成
で
次
第
に
さ
び
れ

ま
す
が
長
い
あ
い
だ
田
園
風
景
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
急
速
な
人
口
増
の
横
浜
中
心
部
の
食
材
を
賄
う
近
郊
農
業
地

に
変
身
し
ま
す（
今
も
栗
木
の
バ
ス
停
に
残
る「
温
室
前
」は
そ
の
痕

跡
で
す
）。
高
度
成
長
期
に
は
幸
い
に
残
っ
て
い
た
広
大
な
田
畑
や

山
林
が
開
発
さ
れ
、次
々
と
大
規
模
団
地
が
誕
生
し
て
江
戸
時
代
の

勢
い
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
が
こ
こ
な
ら
で
は
の
こ
と
で
し
た
。

　

　

＊

＊

＊

　

さ
て
個
別
ゾ
ー
ン
の
独
自
性
と
は
別
に
、磯
子
区
全
体
と
し
て

は
ど
ん
な
特
色
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

元
禄
時
代
に
江
戸
周
辺
の
村
々
は
旗
本
の
知
行
地
に
再
編
さ
れ

ま
す
。
他
の
区
で
は
天
領
・
寺
社
領
・
大
名
領
な
ど
が
複
雑
に
混

在
し
て
い
ま
し
た
が
、磯
子
区
で
は
杉
田
村
の
一
部
の
天
領
を
除

け
ば
殆
ど
旗
本
領
ば
か
り
。
時
代
小
説
を
読
む
と
江
戸
期
の
村
に

は
郡こ
お
り

奉
行
配
下
の
下
級
武
士
が
駐
在
し
農
民
を
監
督
し
て
堤
防

修
理
や
新
田
開
発
に
汗
を
流
す
一
方
、藩
御
用
達
の
悪
徳
商
人
と

結
託
し
て
私
腹
を
肥
や
す
上
級
武
士
と
対
立
す
る
構
図
が
定
番
で

す
が
、磯
子
区
の
愛
読
者
が
自
分
の
町
も
昔
は
こ
ん
な
だ
っ
た
か

と
思
っ
た
ら
大
ま
ち
が
い
で
す
。
旗
本
は
文
字
通
り
徳
川
の
旗

の
も
と
に
い
て
幕
府
に
こ
と
が
あ
れ
ば
直
ち
に
馳
せ
参
ず
る
の
が

仕
事
で
す
か
ら
麹
町
や
番
町
の
旗
本
屋
敷
に
釘
づ
け
に
な
り
、知

行
地
の
生
産
や
管
理
は
村
人
に
選
ば
れ
た
村
方
三
役（
名
主
・
年

寄
・
百
姓
代
）主
導
で
ほ
ぼ
自
主
的
な
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
大
名
領
は
全
く
の
閉
鎖
社
会
で
国く
に
ざ
が
い境は

厳
重
に
警
備
さ
れ
移

動
も
情
報
も
統
制
さ
れ
て
い
て
上
級
武
士
を
除
け
ば
末
端
武
士
・

農
民
に
は
他
国
の
情
報
な
ど
殆
ど
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
旗
本
は

各
地
の
村
に
分
散
し
た
知
行
地
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、

名
主
た
ち
は
年
貢
や
御
用
金
の
対
策
上
、当
然
遠
隔
地
の
名
主
と

連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
電
話
も
自
動
車
も
な
い
時

代
で
す
が
名
主
た
ち
の
ひ
そ
か
な
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
、貨
幣
経
済
の
浸
透
と
と
も
に
新
時
代
の
受

け
皿
を
つ
く
っ
て
行
き
ま
し
た
。

一
所
定
住
を
宿
命
と
し
ま
す
が
、製
鉄

薪
材
が
す
ぐ
欠
乏
す

民
は
膨
大
に
必
要
と
す
る

臨海地帯
北部

臨海地帯
南部

大岡川
流域部

丘
綾
を「
ト
」の
字
の
骨
格
と
し
た

3
つ
の
エ
リ
ア

（
森
が
丘
地
区
は
例
外
で
す
）
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昭
和
2
年︵
一
九
二
七
︶
▽
区
制
施
行
に
よ
り
磯
子
区
が
誕
生
。同
時
に
、鶴
見
区
、神
奈
川
区
、中
区
、保
土
ケ
谷

区
が
誕
生
。西
根
岸
町
、滝
頭
町
、丸
山
町
、岡
村
町
、磯
子
町
、森
町
、中
原
町
、杉
田
町
、

上
中
里
町
、氷
取
沢
町
、栗
木
町
、田
中
町
、峰
町
、矢
部
野
町
の
14
町
で
発
足︻
10・1
︼

昭
和
5
年︵
一
九
三
〇
︶
▽
湘
南
電
気
鉄
道︵
現
京
浜
急
行
電
鉄
︶の
黄
金
町
～
浦
賀
間
が
開
通
。森
駅︵
現
屏

風
浦
駅
︶が
開
業︻
4・1
︼

昭
和
6
年︵
一
九
三
一
︶
▽
滝
頭
町︵
現
磯
子一丁
目
︶に
じ
ん
か
い
処
理
所
が
完
成︻
1・30
︼

昭
和
16
年︵
一
九
四
一
︶
▽
軍
が
杉
田
町
地
先
５
万
坪
を
埋
め
立
て
る
。ま
た
、中
根
岸
町
を
埋
め
立
て
、飛
行

場
を
開
場︻
2・1
︼

昭
和
20
年︵
一
九
四
五
︶
▽
滝
頭
町
、原
町
、中
根
岸
町
の一
部
521
戸
が
空
襲
で
焼
失︻
4・15
︼　
▽
西
根
岸
上

町
、西
根
岸
馬
場
町
、滝
頭
町
、丸
山
町
の一部
171
戸
が
空
襲
で
焼
失︻
5・29
︼

昭
和
23
年︵
一
九
四
八
︶
▽
磯
子
区
か
ら
金
沢
区
が
分
離・独
立︻
5・15
︼

昭
和
25
年︵
一
九
五
〇
︶
▽
岡
村
公
園
が
開
園︻
5・25
︼

昭
和
26
年︵
一
九
五
一
︶
▽
区
社
会
福
祉
協
議
会
結
成︻
4・1
︼

昭
和
29
年︵
一
九
五
四
︶
▽
旧
東
伏
見
宮
別
邸
を
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
と
し
て
開
業︻
10
月
︼

昭
和
30
年︵
一
九
五
五
︶
▽
市
電
の
八
幡
橋
～
間
門
間
が
開
通︻
4・1
︼

昭
和
31
年︵
一
九
五
六
︶
▽
杉
田
貝
塚
の
発
掘
を
開
始︻
8・3
︼

昭
和
34
年︵
一
九
五
九
︶
▽
根
岸
中
学
校
で
根
岸
湾
埋
立
事
業
の
起
工
式
を
挙
行︻
2・21
︼

昭
和
36
年︵
一
九
六
一
︶
▽
三
殿
台
埋
蔵
文
化
財
調
査
委
員
会
が
発
掘
調
査
を
開
始︵
昭
41・4・2
国
の
史
跡

に
指
定
︶︻
7・22
︼

昭
和
38
年︵
一
九
六
三
︶
▽
汐
見
台
団
地
の
入
居
を
開
始︻
5・25
︼

昭
和
39
年︵
一
九
六
四
︶
▽
埋
立
地
内
の
産
業
道
路
の
全
線
が
開
通︻
5・3
︼　
▽
磯
子
駅
前
広
場
で
根
岸
線

︵
桜
木
町
～
磯
子
間
︶の
開
通
式
を
挙
行︻
5・19
︼

昭
和
40
年︵
一
九
六
五
︶
▽
横
浜
プ
ー
ル
セ
ン
タ
ー︵
マ
ン
モ
ス
プ
ー
ル
︶を
開
設︻
7・1
︼

昭
和
44
年︵
一
九
六
九
︶
▽
円
海
山
周
辺
を
近
郊
緑
地
特
別
保
存
地
区
に
指
定︻
5・13
︼

昭
和
45
年︵
一
九
七
〇
︶
▽
根
岸
線
の
磯
子
～
洋
光
台
間
の
営
業
を
開
始︻
3・17
︼　
▽
洋
光
台
団
地
の
入
居

を
開
始︻
6・1
︼

昭
和
47
年︵
一
九
七
二
︶
▽
市
電
全
廃︻
3・31
︼

昭
和
48
年︵
一
九
七
三
︶
▽
久
良
岐
公
園
が
開
園︻
3・24
︼

昭
和
49
年︵
一
九
七
四
︶
▽
磯
子
セ
ン
タ
ー︵
磯
子
地
区
セ
ン
タ
ー
、喜
楽
荘
、磯
子
図
書
館
︶が
開
館︻
10・5
︼　

▽
峯
市
民
の
森
が
開
園︻
10・8
︼

昭
和
51
年︵
一
九
七
六
︶
▽
県
道
横
浜
逗
子
線︵
笹
下
釜
利
谷
道
路
︶が
開
通︻
6・24
︼

昭
和
52
年︵
一
九
七
七
︶
▽
氷
取
沢
市
民
の
森
が
開
園︻
4・12
︼　
▽
第
1
回
磯
子
ま
つ
り
開
催︵
区
制
50
周

年
記
念
︶︻
10・1
︼

昭
和
58
年︵
一
九
八
三
︶
▽
い
そ
ご
海
づ
り
場
が
完
成︵
平
14・10・1﹁
磯
子
海
づ
り
施
設
﹂に
名
称
変
更
︶

︻
5・1
︼　
▽
区
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定︻
10・29
︼

昭
和
59
年︵
一
九
八
四
︶
▽
横
浜
こ
ど
も
科
学
館
が
開
館︵
平
20・4・1
は
ま
ぎ
ん 

こ
ど
も
宇
宙
科
学
館
﹂の

愛
称
へ
︶︻
5・4
︼

昭
和
60
年︵
一
九
八
五
︶
▽
横
浜
市
南
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
が
開
所︻
8・1
︼

の
歴
史
年
表

磯
子
区森浅間神社からの眺め（昭和20年代）

国道16号 屏風ヶ浦交差点（昭和30年頃）

埋立の始まった根岸湾と京急線（昭和36年） のりの養殖（昭和30年代）
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平
成
8
年︵
一
九
九
六
︶
▽
新
杉
田
駅
前
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、通
所
授
産
施
設

﹁
ぽ
こ・あ・ぽ
こ
﹂の
複
合
施
設
を
開
設︻
8・1
︼

平
成
9
年︵
一
九
九
七
︶
▽
洋
光
台
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
が
開
所︻
9・2
︼　
▽
磯
子
区
制
70
周
年
を
記
念
し

て
、区
の
木・区
の
花
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ー
ク
、区
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ﹁
み
ん
な
の
Ｉ
Ｓ

Ｏ
Ｇ
Ｏ
﹂を
制
定︻
10・25
︼

平
成
11
年︵
一
九
九
九
︶
▽
環
状
3
号
線︵
南
側
区
間
︶が
開
通︻
4・14
︼　
▽
国
道
357
号︵
新
杉
田
町
～
新

磯
子
町
︶が
開
通︻
7・14
︼　
▽
脳
血
管
医
療
セ
ン
タ
ー
が
万
治
病
院
跡
地
に
開
院

︵
平
27・1﹁
脳
卒
中・神
経
脊
椎
セ
ン
タ
ー
﹂に
名
称
変
更
︶︻
8・1
︼　
▽
磯
子
区

総
合
庁
舎︵
区
役
所
、公
会
堂
、図
書
館
︶改
築︻
11・15
︼

平
成
12
年︵
二
〇
〇
〇
︶
▽
磯
子
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
所︵
平
15・4・1
か
ら﹁
磯
子
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
﹂︶︻
8・1
︼

平
成
13
年︵
二
〇
〇
一
︶
▽
磯
子
区
福
祉
保
健
活
動
拠
点
が
開
所︵
平
21・12・13﹁
こ
す
も
す
広
場
﹂に
愛
称

決
定
︶︻
2・15
︼　
▽
高
速
湾
岸
線
の
杉
田
～
三
渓
園
間
が
開
通︻
10・22
︼

平
成
16
年︵
二
〇
〇
四
︶
▽
滝
頭
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
が
開
所︻
3・1
︼

平
成
17
年︵
二
〇
〇
五
︶
▽
い
そ
ご
地
域
活
動
ホ
ー
ム﹁
い
ぶ
き
﹂が
開
所︻
1・4
︼　
▽
磯
子
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

﹁
杉
田
劇
場
﹂が
開
館︻
2・5
︼　
▽
環
状
２
号
線
屏
風
个
浦
バ
イ
パ
ス
が
開
通︻
3・28
︼

平
成
18
年︵
二
〇
〇
六
︶
▽
屏
風
个
浦
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
所︻
11・1
︼　
▽
横
浜
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
が
閉
業︻
6・30
︼

平
成
19
年︵
二
〇
〇
七
︶
▽
上
中
里
小
学
校
と
氷
取
沢
小
学
校
が
再
編
統
合
に
よ
り
閉
校︵
平
19・3・31
︶し
、

さ
わ
の
里
小
学
校
が
開
校︻
4・1
︼　
▽
磯
子・海
の
見
え
る
公
園
が
開
園︻
5・14
︼　

平
成
20
年︵
二
〇
〇
八
︶
▽
よ
こ
は
ま
南
部
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
が
開
所︻
11・1
︼

平
成
23
年︵
二
〇
一
一
︶
▽
上
笹
下
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
開
所︻
4・1
︼　
▽
神
奈
川
県
初
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム﹁
横
浜
ビ
ー・コ
ル
セ
ア
ー
ズ
﹂誕
生
。た
き
が
し
ら
会
館
が
練
習
拠

点
。︻
8
月
︼　
▽﹁
磯
子
の
逸
品
﹂決
ま
る
。27
品
が
認
定
。︻
9
月
︼　
▽
区
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー﹁
い
そ
っ
ぴ
﹂を
制
定︻
9・1
︼

平
成
21
年︵
二
〇
〇
九
︶
▽
磯
子
区
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
が
い
そ
ご
区
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
所︻
3・25
︼

平
成
元
年︵
一
九
八
九
︶
▽
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
開
通︻
7・5
︼

昭
和
61
年︵
一
九
八
六
︶
▽
都
市
計
画
道
路
環
状
２
号
線︵
笹
下
地
区
︶が
完
成︻
3
月
︼

平
成
5
年︵
一
九
九
三
︶
▽
杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー
が
開
館︻
5・25
︼　
▽
洋
光
台
駅
前
公
園
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ

ス
が
開
館︻
9・4
︼　

平
成
6
年︵
一
九
九
四
︶
▽
根
岸
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
開
所︵
平
7・1﹁
根
岸
地
域
ケ
ア
プ
ラ

ザ
﹂に
名
称
変
更
︶︻
4・1
︼　
▽
根
岸
地
区
セ
ン
タ
ー
が
開
館︻
4・19
︼　
▽
磯
子

区
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
所︻
11・8
︼

昭
和
62
年︵
一
九
八
七
︶
▽
上
中
里
地
区
セ
ン
タ
ー
が
開
館︻
1・30
︼　
▽
磯
子
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
開

館︻
2・15
︼　
▽
磯
子
区
制
60
周
年 

区
の
木﹁
梅
﹂、区
の
花﹁
コ
ス
モ
ス
﹂を
制
定

︻
10・1
︼　
▽
久
良
岐
能
舞
台
が
開
館︻
10・6
︼

平
成
22
年︵
二
〇
一
〇
︶
▽
磯
子
区
地
域
子
育
て
支
援
拠
点﹁
い
そ
ピ
ヨ
﹂開
所︻
1・19
︼

平
成
27
年︵
二
〇
一
五
︶
▽
磯
子
区
在
宅
医
療
連
携
拠
点
相
談
室﹁
か
け
は
し
﹂が
開
所︻
11・16
︼

平
成
26
年︵
二
〇
一
四
︶
▽
国
道
357
号︵
中
区
千
鳥
町
～
磯
子
区
新
磯
子
町
︶が
開
通︻
3・31
︼

平
成
28
年︵
二
〇
一
六
︶
▽
県
立
汐
見
台
病
院
が
医
療
法
人
社
団
へ
移
譲︻
4
月
︼

平
成
29
年︵
二
〇
一
七
︶
▽
新
杉
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
が
閉
所︻
3・31
︼

HISTORY OF ISOGO

造成中の汐見台団地（昭和40年前後）横浜プリンスホテルの閉業日（平成18年）

映画『シン・ゴジラ』の舞台として登場した
洋光台にゴジラの足跡が出現（平成28年） 区制50周年記念 第１回磯子まつり（昭和52年）

1927-2017
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磯
子区制

90周年の記念の年に誕生した

赤ちゃん大集合

平成29年生まれの

※本記念誌の企画に応募していただいた写真を掲載しています。

祝
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※敬称略

磯子区連合町内会長会会長　髙田 誠
磯子区医師会会長　武安 宣明（～H29.6）、山髙 民樹（H29.6～）/ 磯子事業会会長　長谷川 浩正
磯子区社会福祉協議会会長　小宮山 滋
汐見台自治会連合会会長　岡 道子 / 磯子区商店街連合会会長　堤 幸雄（～H29.6）、田村 正（H29.6～）
磯子区ボランティアグループ連絡協議会会長　古知屋 多恵子
滝頭地区連合町内会会長　林 貞三 / 洋光台連合自治町内会会長　三上 勇夫 / 屏風ヶ浦地区連合町内会会長　齊藤 陸男
杉田地区連合町内会会長　田中 耕多（～H29.4）、須田 幸雄（H29.4～）/ 根岸地区連合町内会会長　横田 秀昭
上笹下連合自治町内会会長　中野 達夫 / 岡村地区連合町内会会長　三澤 繁次
磯子区民生委員児童委員協議会会長　吉田 敏一（～H28.11）、遠藤 洋子（H28.12～） 
磯子区老人クラブ連合会会長　佐野 弘 / 磯子区スポーツ推進委員連絡協議会会長　後藤 薫
磯子区青少年指導員協議会会長　小川 江一 / 磯子区子ども会連絡協議会会長　宮澤 章
磯子区小学校長会　青木 圭介（～H29.3）、清水 康男（H29.4～）/ 磯子区中学校長会　阿部 亮一
学校法人横浜学園高等学校理事長・校長　田沼 光明 / 県立氷取沢高等学校校長　坂田 輝之
県立磯子高等学校校長　鑪 英治 / 県立磯子工業高等学校校長　後藤 宗治
いそご地域活動ホーム いぶき所長　安西 弘（～H29.3）、溝渕 崇（H29.4～）/ 磯子交通安全協会会長　黒川 順吉
磯子区防犯協会会長　髙田 誠 / 横浜市磯子消防団団長　横田 秀昭 / 横浜農業協同組合理事　田辺 久夫
横浜磯子ロータリークラブ2016～2017年度幹事、2017～2018年度会長　清水 邦雄
横浜磯子ライオンズクラブ2016～2017幹事　勝沼 雅弘 / 磯子区文化協会会長　小田 喜子
磯子区選出県議会議員　茅野 誠、新井 絹世 / 磯子区選出市会議員　太田 正孝、加藤 広人、関 勝則、山本 尚志
磯子警察署長　山口 雅見（～H28.9）、稲葉 弘行（H28.9～H29.9）、小髙 藤安（H29.9～）/ 磯子消防署長　増田 豊
磯子区長　小林 正幸

委 員 長：
副委員長：

監　　事：
会　　計：
委　　員：

顧　　問：

【 磯子区制90周年記念事業実行委員会 】

宇宙航空研究開発機構（JAXA）/ はまぎん こども宇宙科学館 / 富士通陸上競技部
横浜市磯子消防団 / 一般財団法人 横浜市交通局協力会

【 作成協力者 】

横浜市磯子区役所『浜・海・道 あの頃、そして今…磯子は』（昭和63年発行）
横浜市磯子区役所『浜・海・道 Ⅱ 昭和30年頃の磯子』（平成５年発行）
横浜市磯子区役所『いそごポケット～磯子区統計白書2016～』（平成28年発行）

【 参考図書 】

上田 恭久 / 前田 源一郎 / 渡辺 渥美 / 磯子マガジン / ラブリー洋光台 / 横浜市磯子図書館 / 地域の皆様

【 写真提供者 】

※一部の写真は『浜・海・道』、『浜・海・道 Ⅱ』より転載

屏風ヶ浦（昭和36年）

※敬称略・順不同

※敬称略・順不同
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海輝き人も輝く
未来の磯子

90年のありがとう
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根岸駅と日本石油（昭和39年）洋光台西公園

氷取沢市民の森

根岸湾

磯子まつり（磯子区総合庁舎前）

森浅間神社から杉田方面（昭和30年代）

屏風ヶ浦海岸―海苔収穫（昭和30年代）

市電白旗停留所付近（昭和40年代）

岡村公園からの富士山

堀割川

氷取沢農業専用地区

空から見た磯子

国道16号付近（昭和30年代）

岡村住宅1号棟付近（昭和30年代）

磯子区の
シンボルマーク

区の木

「梅」
区の花

「コスモス」

海岸と市電（昭和27年）




